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地
方
財
政
と
下
水
道
整
備
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

下
水
道
事
業
は
、
都
市
の
健
全
な
発
達
、
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で
国
策

と
し
て
強
力
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
下
水
道
整
備
手
法
は
先
の
質
問
主
意
書
（
第
一
六
四
回
国
会
質
問

第
三
〇
九
号
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
多
く
の
問
題
点
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
る
。

政
府
は
、
そ
の
教
訓
を
今
後
の
下
水
道
整
備
手
法
に
生
か
そ
う
と
は
せ
ず
、
依
然
、
従
前
と
変
わ
ら
な
い
手
法
で
下
水
道
整

備
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
先
の
提
言
を
含
め
た
質
問
主
意
書
へ
の
回
答
は
全
く
納
得
が
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。

下
水
道
整
備
の
対
象
が
五
万
人
以
下
の
市
町
村
に
そ
の
重
点
を
移
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
下
水
道
整
備
を
考
え
る
場
合
、

�
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
抱
え
る
多
額
の
借
金
を
増
や
さ
な
い
、
そ
の
た
め
に
は
、
�
事
前
に
経
営
見
通
し
の
立
た
な
い
下

水
道
事
業
は
採
択
し
な
い
、
�
下
水
道
事
業
計
画
の
立
案
に
際
し
、
下
水
道
事
業
と
同
様
の
効
果
を
実
現
で
き
る
浄
化
槽
に
よ

る
整
備
と
の
比
較
検
討
を
義
務
付
け
る
な
ど
、
思
い
切
っ
た
方
針
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

係
る
観
点
と
先
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
回
答
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
再
度
質
問
す
る
。

一

公
共
下
水
道
の
使
用
料
は
、
下
水
道
法
第
二
十
条
第
二
項
の
原
則
に
よ
っ
て
条
例
で
定
め
る
と
し
て
い
る
が
、
現
規
定
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は
、
下
水
道
事
業
が
抱
え
て
い
る
経
営
上
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
正
当
化
す

る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
受
益
者
負
担
の
原
則
を
適
用
す
る
下
水
道
事
業
で
あ
れ
ば
、
使
用
料
を
定
め
る
原
則
に
次
の
趣

旨
、
つ
ま
り
「
（
使
用
料
は
）
起
債
償
還
が
終
わ
る
ま
で
の
期
間
を
通
じ
て
収
支
が
均
衡
す
る
水
準
で
あ
る
こ
と
。
」
を
加

え
、
経
営
の
安
定
を
確
保
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

二

処
理
計
画
人
口
約
五
万
人
規
模
及
び
約
二
万
人
規
模
の
左
記
市
町
の
下
水
道
に
つ
い
て
、
「
下
水
道
事
業
の
管
理
・
運
営

費
用
の
す
べ
て
を
回
収
で
き
る
水
準
の
下
水
道
使
用
料
金
」
は
標
準
世
帯
で
年
額
い
く
ら
に
な
る
か
伺
い
た
い
。

・
約
五
万
人
規
模
の
下
水
道

北
海
道
登
別
市

単
独
公
共
（
五
三
、
七
七
〇
人
計
画
）

昭
和
五
十
七
年
認
可

愛
知
県
東
海
市

単
独
公
共
（
六
三
、
五
六
五
人
計
画
）

昭
和
四
十
六
年
認
可

岡
山
県
津
山
市

単
独
公
共
（
六
二
、
一
一
〇
人
計
画
）

昭
和
五
十
三
年
認
可

広
島
県
廿
日
市
市

単
独
公
共
（
四
一
、
五
四
〇
人
計
画
）

昭
和
六
十
一
年
認
可

愛
知
県
長
久
手
町

単
独
公
共
（
四
一
、
一
〇
〇
人
計
画
）

平
成
三
年
認
可

・
約
二
万
人
規
模
の
下
水
道
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兵
庫
県
篠
山
市

単
独
特
環
（
一
八
、
〇
三
〇
人
計
画
）

平
成
四
年
認
可

愛
媛
県
東
温
市

単
独
公
共
（
一
八
、
〇
六
〇
人
計
画
）

平
成
七
年
認
可

静
岡
県
掛
川
市

単
独
公
共
（
一
八
、
三
〇
〇
人
計
画
）

平
成
五
年
認
可

長
野
県
大
町
市

単
独
公
共
（
二
三
、
一
〇
〇
人
計
画
）

平
成
三
年
認
可

岐
阜
県
美
濃
市

単
独
公
共
（
一
九
、
一
〇
〇
人
計
画
）

平
成
三
年
認
可

三

平
成
十
年
度
以
降
事
業
評
価
制
度
に
付
さ
れ
た
下
水
道
事
業
は
三
〇
四
ヶ
所
で
、
そ
の
結
果
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
事
業

は
〇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
制
度
が
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
下
水
道
事
業
が
地
方
財
政

を
圧
迫
す
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
現
下
、
事
業
評
価
項
目
に
下
水
道
事
業
が
財
政
に
与
え
る
影
響
等
を
加

え
、
評
価
・
審
査
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
如
何
か
。

四

下
水
道
認
可
申
請
時
に
提
出
さ
せ
て
い
る
建
設
財
源
及
び
維
持
管
理
財
源
に
関
す
る
書
類
は
、
認
可
に
あ
た
り
考
慮
さ
れ

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
何
の
た
め
に
提
出
さ
せ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

五

北
海
道
夕
張
市
が
財
政
破
綻
し
た
こ
と
に
関
し
、
下
水
道
の
建
設
及
び
供
用
開
始
後
の
管
理
・
運
営
に
伴
う
財
政
負
担
が

影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
夕
張
市
の
下
水
道
に
つ
い
て
、
建
設
事
業
総
額
、
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
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管
理
費
（
維
持
管
理
費
、
起
債
償
還
費
）
、
同
年
度
に
お
け
る
料
金
収
入
、
一
世
帯
当
た
り
の
使
用
料
年
額
及
び
平
成
十
六

年
度
ま
で
の
管
理
費
と
料
金
収
入
の
累
積
差
額
を
伺
い
た
い
。

又
、
同
市
の
「
下
水
道
事
業
の
管
理
・
運
営
費
用
の
す
べ
て
を
回
収
で
き
る
水
準
の
下
水
道
使
用
料
金
」
と
は
、
標
準
世

帯
で
年
額
い
く
ら
に
な
る
か
伺
い
た
い
。

六

人
口
二
万
人
規
模
の
下
水
道
を
建
設
し
た
場
合
の
不
足
す
る
財
源
措
置
に
つ
い
て
尋
ね
た
の
に
対
し
、
質
問
に
ま
と
も
に

答
え
ず
、
平
成
十
六
年
度
の
決
算
を
引
用
し
て
「
使
用
料
収
入
は
下
水
道
事
業
債
の
元
利
償
還
金
を
含
め
た
汚
水
処
理
経
費

の
約
六
割
」
と
あ
た
か
も
二
万
人
規
模
の
下
水
道
事
業
で
あ
っ
て
も
こ
の
程
度
の
料
金
収
入
が
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
っ
た
回

答
を
行
っ
て
い
る
。
改
め
て
二
万
人
規
模
の
下
水
道
を
整
備
す
る
場
合
、
四
五
年
間
の
管
理
・
運
営
費
不
足
額
と
そ
の
財
源

を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

七

指
導
文
書
を
も
っ
て
地
方
公
共
団
体
を
指
導
し
た
か
ら
に
は
、
国
は
そ
の
結
果
（
効
果
）
を
正
確
に
把
握
す
る
義
務
が
あ

る
。
当
該
通
知
を
受
け
て
地
方
公
共
団
体
の
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
の
公
表
等
が
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
る
か
、
内

容
及
び
方
法
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

八

浄
化
槽
を
下
水
道
に
繋
ぎ
込
む
必
要
の
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果
は
先
の
質
問
主
意
書
で
指
摘
し
た
。
浄

四



化
槽
法
の
改
正
に
よ
り
同
法
の
目
的
に
水
質
の
保
全
が
明
文
化
さ
れ
、
浄
化
槽
が
下
水
道
と
同
等
の
処
理
機
能
を
有
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ア

下
水
道
処
理
区
域
に
お
い
て
、
浄
化
槽
管
理
者
が
公
共
下
水
道
管
理
者
に
許
可
を
受
け
た
場
合
、
下
水
道
へ
繋
ぎ
込
ま

な
く
て
も
よ
い
と
考
え
る
が
如
何
か
。

イ

地
方
公
共
団
体
が
先
行
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
を
繋
ぎ
込
ま
な
い
政
策
判
断
を
し
、
下
水
道
整
備
計
画
を
策
定
し
認

可
申
請
し
た
場
合
、
認
め
ら
れ
て
然
り
と
考
え
る
が
如
何
か
。

右
質
問
す
る
。

五


